
整形の盛行と比べても、現

実には肉体改造にきわめて

消極的な日本は、仮想現実

virtua1 rea1ityの世界では、

全く別の相貌を見せる。

実際、日本産のアニメは、

身体設損を、跨踏せず極限

まで追求してきた。押井守

の Ghost in the Shell C1995) 
はむしろ海外の識者に深い

衝撃を与えた。士郎正宗の

助けを借りて、押井は全人

類の累積的知識が亡霊

ghostよろしく電子情報と

して頭蓋shellに格納され、
義眼、義手など様々な代替

的電子装置を装着した身体

を構想した。ここではもは

や生体と機械、自他の思考

は分別できず、個別生命体

の輪郭を確定することも不

可能となる。西洋起源だっ

たはずの技術連闘が、身体

操作において西洋文明の根

幹である個人の尊厳を揺さ

ぶっている。押井はその危

機的状況を、仮想現実を拠

り所に容赦なく暴いてみせ

た。「文明と身体」の将来

を問う鍵が、ここには萌芽

的に顔を出している。

*国際日本文化研究セン

ターにおける共同研究会

「文明と身体J (牛村圭教

授・主催)における、吉田

島洋介氏の発表「纏足の再

把握一一一身体論としての視

点を求めてJ (2010年7 月 31

日)に対する筆者の即興の

論評を活字化した。主催者

の牛村圭、発表者の古田島

洋介両氏に謝意を表する。
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(承前)身体改造即「家畜

イヒJ といえば否定的な印象

を伴うが、そこに「自己実

現Jι いった価値を付与し

さえすれば、実現のために

心身の苦痛にも耐える忍耐

能力こそが、精神性の高さ

の指標となる。美のために

は痛いのも我慢するという

美容整形を、おしなべて精

神的隷属の証拠、あるいは

家父長制の犠牲に還元する

説明は、政治的偏向たるを

免れまい。それは、ひいては

文化一般を抑圧の名の下に

否定する極論へと結び付け

るとととなるからだ。一方、

無痛文明への疑念は、森岡

正博も提起するとおりだ。

そしてMarina Abrambviéの
場合を引き合いに出すまで

もなく、自己の身体への殻

損行為は、特権的な事術家

にとっては、自己破壊と瞳

を接した、自己表現の究極

の拠り所となる。

それが儒教道徳の影響か

否かはとにかく、近代以来

の日本では、臣民の肉体に

傷跡を残す介入には消極的

だった(当事者の生命を奪

う殉死やカミカゼ特攻、ベ

ンガルのサティー等は、身

体殻損の問題とは別途に、

あらためて死生観の問題と

して論じたい〉。たしかに

BCG注射の技術変更は、

ある特定の世代の日本人の

上腕に醜悪な傷を残した

が、乙れは当時の厚生省の

施策を記念する例外的な身

体的損傷の痕跡といってよ

い。だがお隣・韓国の美容

見ることは容易だろう。そ

れは女性の人格への陵闘で
あり人権抑圧と見られても
不思議ではない。母が娘に
強いるにせよ、その外側に
家父長制の提を読むことも
困難ではない。加えて纏足
は、人工的に製造され、私秘
に隠匿された、性器の代替
愛玩物でもあった。

だが事鴻銘の弁明をさ待つ

までもなく、ピアスやコル
セヅトは容認しながら、非
西洋社会の風習ばかりを蛮
行呼ばわOする価値観の裏
には、生理的嫌悪感と道徳
的正義感を背後で支えてい
た政治的無意識が露呈すプ
る。そこには非西洋世界内
の支配構造を非難すること
によって、西洋世界価値観
による世界支配を肯定する
というこ重構造か潜んでい
たからだ。入れ墨や彫り物
は、現在ではむしろ西洋人
に愛好者が多い。ここは

Peter Sloterdijkにf走って、こ
れらの身体改造術一般に一
人類による人類自らの「家
畜化」志向をみるべきだろ

フ。

だが家畜化となると、日
本列島文化史の特殊性に注
目する言説が登場する。日

く、富官も纏足も島国・日

本には定着しなかったが、
これは牧畜文化の去勢技術

カザU島に伝播しなかったこ
とと同根だ、というわけだ。
騎馬民族説が物質文化史の・

立場からは支持を受けない
理由の一斑もここに帰着す

る。むろんこれは口蹄疫の
蔓延を招いて、宮崎の畜産
家に大被害を驚らした、今

日の産業化じた牧畜業導入
以前の昔話である。

(以下次号)

.

.

.
 連載
m

.
身
体
削
減
損
の
文
明
学
に
む
け
て
・
上

・
・
圃纏
足
・F
G
S

女
性
器
切
除
手
術
か
ら
「
甲
殻
に
宿
る
幽
霊
」
ま
で

国
際
日
本

必
研究 d
究セ番。
大ン例目

前賀
太研軍事
字堺!I'R
教旨主主
授γ ブミ

フランスの南部にあるベ
ネディクト会の修道院に、
臨済宗の禅僧を引き連れて
合宿したことがある。日本
のお坊さんたちに何が耐え
難かったかと言って、食事
毎に出されるチーズの匂い
に勝るものはなかった。こ
んな足の裏のように臭いも
のには耐えられない、と。
驚いたことに、これと正反

対の理屈で、清朝遺臣の儒
者、事鴻銘 (1854-1928)
は、西岸人に対して纏足を
擁護していた。纏足の悪臭
を言い募る批判者に対して
草は、それならあのチーズ
の悪臭はなんだ、と切り返
したのだという。どちらも
優れた「臭覚の藍術」であ
る。これが儒者の理屈だっ
た。この古田島洋介氏の指

摘には蒙を啓かれた。
元代仁漢民族で流行を見

て、 札明代から清朝末期まで

隆盛を誇った社会風習に、
富裕な女子の纏足がある。
『金瓶梅』を見ても、冒頭

第4回での酉門麗と濯金蓮
の逢う瀬からして、纏足に
被せる靴の意匠が、男女の
恋の駆け引きに、なくては

‘ 叶わぬ道具立てだったこと
が窺われる。幼女に対する
その施術がきわめて過酷な
ものだったことには証言も

，ある CHoward S. L怠vy ' , 
Chinese Foodbinding ，1967) 。
だが、富裕な階級にとって
は、纏足は娘の嫁入りにも
不可欠の条件であり、良家

の母親が娘に強いた風習だ
った。

現在の価値観からみれ

ば、ここにFGSG直称「女
子宮j礼J の「政治的に正し
い表現J) にも匹敵する、

女性の身体への段損行為を

八Î() ‘よ 1~710 持 ， 0 白よ針。守!員窄新聞バ(). ,-?P-6 ocオ・ I 6 2-01 ().. rÐ 主計幻，

整形の盛行と比べても、現

実には肉体改造にきわめて

消極的な日本は、仮想現実

. virtua1 rea1ityの世界では、

全く別の相貌を見せる。

実際、日本産のアニメは、

身体設損を、跨踏せず極限

まで追求してきた。押井守

の Ghostin the Shell (1995) 
はむしろ海外の識者に深い

衝撃を与えた。士郎正宗の

助けを借りて、押井は全人

類の累積的知識が亡霊

ghostよ ろ し く 電 子 情 報 と

して頭蓋shellに格納され、

義眼、義手など様々な代替

的電子装置を装着した身体

を構想した。ここではもは

や生体と機械、自他の思考

は分別できず、個別生命体

の輪郭を確定することも不

可能となる。西洋起源だっ

たはずの技術連闘が、身体

操作において西洋文明の根

幹である個人の尊厳を揺さ

ぶっている。押井はその危

機的状況を、仮想現実を拠

り所に容赦なく暴いてみせ

た。「文明と身体」の将来

を問う鍵が、ここには萌芽

的に顔を出している。

*国際日本文化研究セン

ターにおける共同研究会

「文明と身体J(牛村圭教

授・主催)における、吉田

島洋介氏の発表「纏足の再

把握一一一身体論としての視

点を求めてJ(2010年 7月31
日〉に対する筆者の即興の

論評を活字化した。主催者

の牛村圭、発表者の古田島

洋介両氏に謝意を表する。
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(承前)身体改造即「家畜

イヒJといえば否定的な印象

を伴うが、そこに「自己実

現J:ιいった 価 値 を 付 与 し

さえすれば、実現のために

心身の苦痛にも耐える忍耐

能力こそが、精神性の高さ

の指標となる。美のために

は痛いのも我慢するという

美容整形を、おしなべて精

神的隷属の証拠、あるいは

家父長制の犠牲に還元する

説明は、政治的偏向たるを

免れまい。それは、ひいては

文化一般を抑圧の名の下に

否定する極論へと結び付け

ることとなるからだ。一方、

無痛文明への疑念は、森岡

正博も提起するとおりだ。

そしてM紅 inaAbrambvieの
場合を引き合いに出すまで

もなく、自己の身体への殻

損行為は、特権的な事術家

にとっては、自己破壊と置

を接した、自己表現の究極

の拠り所となる。

それが儒教道徳の影響か

否かはとにかく、近代以来

の日本では、臣民の肉体に

傷跡を残す介入には消極的

だった(当事者の生命を奪

う殉死やカミカゼ特攻、ベ

ンガルのサティー等は、身

体殻損の問題とは別途に、

あらためて死生観の問題と

して論じたい)。たしかに

BCG注射の技術変更は、

ある特定の世代の日本人の

上腕に醜悪な 傷 を 残 し た

が、これは当時の厚生省の

施策を記念する例外的な身

体的損傷の痕跡といってよ

い。だがお隣・韓国の美容

見ることは容易だろう。そ

れは女性の人格への陵闘で

あり人権抑圧と見られても

不思議ではない。母が娘に

強いるにせよ、その外側に

家父長制の提を読むことも

困難ではない。加えて纏足

は、人工的に製造され、私秘

に隠匿された、性器の代替

愛玩物でもあった。

だが草鴻銘の弁明をさ待つ

までもなく、ピアスやコル

セヅトは容認しながら、非

西洋社会の風習ばかりを蛮

行呼ばわOする価値観の裏

には、生理的嫌悪感と道徳

的正義J惑を背後で支えてい

た政治的無意識が露呈すプ

る。そこには非西洋世界内

の支配構造を非難すること

によって、西洋世界価値観

による世界支配を肯定する

というこ重構造か潜んでい

たからだ。入れ墨や彫り物

は、現在ではむしろ西洋人

に愛好者が多い。ここは

Peter Sloterdijkにf追って、こ
れらの身体改造術一般に一

人類による人類自らの「家

畜イヒJ志向をみるべきだろ

フ。

だが家畜化となると、日

本列島文化史の特殊性に注

目する言説が登場する。日

く、富官も纏足も島国・日

本には定着しなかったが、

これは牧畜文化の去勢技術

が列島に伝播しなかったこ

とと同根だ、というわけだ。

騎馬民族説が物質文化史の・

立場からは支持を受けない

理由の一斑もここに帰着す

る。むろんこれは口蹄疫の

蔓延を招いて、宮崎の畜産

家に大被害を驚らした、今

日の産業化じた牧畜業導入

以前の昔話である。
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フランスの南部にあるベ

ネディクト会の修道院に、

臨済宗の禅僧を引き連れて

合宿したことがある。日本

のお坊さんたちに何が耐え

難かったかと言って、食事

毎に出されるチーズの匂い

に勝るものはなかった。こ

んな足の裏のように臭いも

のには耐えられない、と。

驚いたことに、これと正反

対の理屈で、清朝遺臣の儒

者、草鴻銘 (1854-1928)
は、西浮人に対して纏足を

擁護していた。纏足の悪臭

を言い募る批判者に対して

草は、それならあのチーズ

の悪臭はなんだ、と切り返

したのだという。どちらも

優れた「臭覚の整術」であ

る。これが儒者の理屈だっ

た。この古田島洋介氏の指

摘には蒙を啓かれた。
元代仁漢民族で流行を見

て、 札明代から清朝末期まで

隆盛を誇った社会風習に、

富裕な女子の纏足がある。

『金瓶梅』を見ても、冒頭

第 4回での酉門慶と潜金蓮

の逢う瀬からして、纏足に

被せる靴の意匠が、男女の

恋の駆け引きに、なくては

‘叶わぬ道具立てだったこと

が窺われる。幼女に対する

その施術がきわめて過酷な

ものだったことには証言も

.ある(Howard S. Levy'， 
Chinese Foodbinding ，1967)。
だが、富裕な階級にとって

は、纏足は娘の嫁入りにも

不可欠の条件であり、良家

の母親が娘に強いた風習だ

った。

現 在 の 価 値観からみれ

ば、ここにFGSG直称「女

子割 礼Jの「政治的に正し

い 表現J) にも匹敵する、

女性の身体への設損行為を
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